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第12表 1号握立柱建物跡の一覧表 p: 柱穴 単位： cm 

出土区 主軸方向 梁問問 桁 行 間 棟持柱間 p 長径X短径x深さ p 長径x短径X深さ

W-3間324 N-4問471 P,.-P,1 1 40X30X58 13 30X30X40 
BC20区 N-78'-E 

E-3間329 S-5間470 680 2 40 X 40 X 49 14 35X30X40 

3 35X35X33 15 55 X 35 X 30 

梁 問 柱 問 梁間間 桁行柱間 行行問
16 70 X 31 X 35 4 50X35X37 

P,-P .. :100 p 1 -p 2 : 108 5 45X45X55 
備 考P, -P,2 

p 14―P .. : 122 p z -p 3 : 132 P,-Ps 6 33 X 25 X 30 
3 2 4 

Pu-P,2: 104 p 3 -p 4 : 120 471 7 35X30X40 

P.-P.:136 p 4 -p 5 : 114 8 40 X 35 X 40 
Ps-Pe 

P6-P7: 90 p 12 -p 11 : 125 ， 35X33X38 
3 2 9 

p 7 -p 8 : 105 P11-P10:117 R2-Ps 10 45X35X38 

P10-P• : llO 470 11 45 X 35 X 32 

p 9 - p 8 : 127 12 35X35X25 

柱間をみると若干いびつに配列している。柱間の計測数値は、西側の梁間柱間はP1-P14=

100cm、P14 -P 13 = 122 cm、P13 -P 12 = 104 cm、束側の梁間柱間はPs -P s = 137 cm、

PG -P 7 =90cm、P7 -P s = 105 cmを測る。桁行柱間の北側は P1 -P 2 = 108 cm、P2

-Pa= 132cm、Pa -P 4 = 120 cm、P4 -P s = 114 cmで、南側は P12-P11=125cm、

P11-P10= 117cm、P10 -P 0 = 110 cm、P0 -P s = 127 cmを測る。また、 p4と隅柱の

PsとP12にはニケ所の掘り込みが認められ、立替えの可能性が考えられる。

棟持ち柱はP1sとP1sであるが、ほぼ梁間間の中央の線上に配置されている。なお、 P1sに

は、柱痕跡と考えられる落ち込みが同じ掘り方内に二個確認されている。そのため、 P1sの掘

り方は長径70cmと長楕円形を呈している。棟持ち柱間の距離は、 p15とP1sの建物寄りの柱穴

で 660cm、P1sとP16の外側の柱穴で 680cmを測る。なお、柱穴の掘り方は、梁間方向へ向い

た楕円形を呈しており、掘り方内の柱痕跡の位置から観察しても、斜めに掘られていることに

なる。柱穴位置からの建物の床面積は、約15m'にあたる。

1号掘立柱建物跡には、北側の桁行間に並行して溝状遺構が検出されている。溝状遺構は、

西側は梁間の線上から始まり、東側は梁間の線上からさらに lm程度東へ延びている。溝内は

東西両端の一部が幅広くなり、この部分は検出面からの深さも深い。溝幅は、最大幅 105cm、

最小幅35cmを測る不定形な平面形を呈する。溝内からは、多量の遺物が出土している。

柱穴に囲まれた建物内床面の梁間間のほぼ中央で、桁行間の西側から 3分の 1の位置に、焼

土が確認された。焼土部分の周辺は、長径85cmX短径60cmの楕円形状の変色部分が確認され、

その中央に長径43cmX短径33cmの楕円形状の掘り方がある。この掘り方の上部に、長径38cmX

短径30cmの楕円形状の焼土が存在している。焼士は、標高 70.37mの高さで検出されている。
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溝や柱穴は検出面の形状からみると若千の削平を受けていることが考えられるが、焼土はほぼ

原位懺の高さで検出されたことが考えられる。この焼土面の高さで、建物の床面を想定するこ

とは可能である。

429~438は、 1号掘立柱建物跡に付設された溝内出土の遺物である。

429~435は、甕形士器である。 429は逆「L」字状に外反する口縁部片である。 430・432は、

口縁部が「く」字状に外反するタイプである。口縁内面は僅かに張り出し、稜をつくる。 430

は、口径33.6cmを測る。頸部に僅かに隙間を置き肩部には四条の貼付突帯文を巡らせる。口縁

部と突帯文間は丁寧な横位の刷毛ナデ整形で、胴部は刷毛目が施される。 431は、口縁直下に

台形上の幅広い貼付突帯文を巡らせる大型の甕形土器である。 433~435は、甕形土器の底部で

ある。甕形土器の底部は、裾部が若干拡がり、底面が充実した脚台である。底部裾部の端部は、

面取りが行なわれその上に凹線文状の凹みが施されている。底面は、一般的には平坦な平底を

呈するが、 434・435は僅かに上げ底状の凹面をつくる。

436は、壺形土器の底部で半底である。

437は、口径11.0cm、復元器高17.3cmの完形に復元される小壺である。底部は平底で、胴部

は球状に張る。口縁部は内湾し、 「く」字状の短い拡張部を付ける。端部には凹線文状の凹み

を施す。口縁部付近は横位の丁寧なナデ整形が行なわれ、胴部は刷毛目で仕上げられる。

438は、口緑部が内湾気味に外反した鉢状の器形を呈す。口縁部は平担におさめるが、幅 5

cm程度の把手状の張り出し部を付ける。

2) 2号掘立柱建物跡 （第86-90図）

2号掘立柱建物跡は、 C20区と C21区の境に検出された。 2号竪穴住居址の西側に位閥し、

3号竪穴住居址の北西部に位縦する。また、 2号掘立柱建物跡は、 3号掘立柱建物跡と円形周

溝遺構との複雑な切り合い関係が確認されている。検出状態の切り合い関係を観察すると、円

形周溝遺構を 3号掘立柱建物跡が切り、 3号掘立柱建物跡と円形周溝遺構を 2号掘立柱建物跡

が切った関係になる。すなわち、円形周溝遺構→ 3号掘立柱建物跡→ 2号掘立柱建物跡の順に

構槃されたことになる。第87図でみると、 3号掘立柱建物跡のp4が円形周溝遺構を切り、 2

号掘立柱建物跡のp12とp13が3号掘立柱建物跡のp1 とp2 を切り、 2号掘立柱建物跡のP

6 、Ps、Puと炉跡状の変色部分が円形周溝遺構を切っている。

2号掘立柱建物跡は 3間X4間（南側の桁行間は 5間）の建物規模で、主軸はN-86°-Eを

向く。 2号掘立柱建物跳は、建物内の床面に炉跡状の変色部分が確認され、北側の桁行間の外

側には 1号掘立柱建物跡と同様の溝状の落ち込みが検出された。 1号掘立柱建物跡に付くよう

な棟持ち柱は存在しない。

各柱穴は径50cm-60cm程度の大きさで 1号掘立柱建物跡より若T-大きな掘り方がみられ、柱

痕跡が確認されるものも多い。また南側桁行柱間が、北側桁行間より 1間多い事実は注目され

る。
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第86図 2号掘立柱建物跡遺物出土状況図
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第88図 2号掘立柱建物跡出土遺物実測図 (1)
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第13表 2号掘立柱建物跡の一覧表 P: 柱穴 単位： cm 

出土区 主軸方向 梁問間 桁 ,付- 問 棟持柱間 P 長径x短径x深さ p 長径x短径x深さ

W-3間336 N-4間485 1 40X35X58 13 60X50X50 
C 20・21区 N~86'--E 

E-3間349 s~s 間 487 2 35 X 35 X 54 14 60 X 50 X 55 

3 45 X 40 X 63 15 55 X 50 X 56 
沢本］・ヽ 間 柱 間 梁間問 桁行柱間 桁行間

4 50 X 45 X 47 
備 考

P, -P,s: llO 1 pl―p 2 : 138 1 5 50 X 50 X 51 

P,s~P,.: 108 
｝ P, -P,3 

p 2 -p 3 : 109 P,--Ps 6 50 X 45 X 66 

P,.-P,a: 119 
J 3 3 6 

p 3 -p 4 : 115 ｝ 4 8 5 
7 45 X 40 X 58 

p 5 - p 6 : 130 ) p 4~p 5 : 124 J 
8 55 X 50 X 53 Ps-Ps 

p 6 - p 7 : 99 
｝ 3 4 9 

p 13~p 12 : 118 1 

p 7 - p 8 : 122 I P,2-P11: 127 
， 40 X 35 X 52 

Pu~P,2: 85 
｝ P,a-P s 10 55 X 45 X 48 
4 8 7 

11 55 X 52 X 68 p 10-p 9 : 107 

p 9 - p 8 : 53 j 12 55 X 50 X 56 

448 

449 

0 5cm 
I II II I 

第89図 2号掘立柱建物跡出土遺物実測図 (2)

柱穴位閻での建物規模は、次の通りである。

西側の梁間間 (P1 -P13) は 338cmで、東側の梁間間 (Ps-Ps)は352cmと若干長い。

北側の桁行間 (P1-Ps) は488cmで、南側の桁行間 (Pl3-Ps) は490cmと全く等距離

を測る。各柱穴の柱間をみると若干いびつに配列している。柱間の計測数値は、西側の梁間柱

間はp1―P1s=llOcm、Pis-P14= 108cm、P14-P 13 = 119 cm、東側の梁間柱間は Ps

-P  6 = 130cm、P 6 - P 7 =99cm、P 7 - P s = 122 cmを測る。桁間柱間の北側は P1-P2

= 138cm、P2-P3=109cm、P3 -P 4 = 115 cm、P4 -P s = 124 cmで、南側は P13―
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P,2-118cm、

P 11 - P 10=85cm、Pio-P9 = 107 

cm、

P 12 -P ll = 127 cm、

Pe -Pa -53cmを測る。また、

P2とp7と隅柱のp1とPsには二

ケ所の掘り込みが認められ、立替えの

可能性が考えられる。

2号掘立柱建物跡には、北側の桁行

間に並行して溝状遺構が検出されてい

る。溝状遺構は、西側は桁行柱p3 が

ら東側に残り、東側は梁間間の線上か

らわずかに東へ延びている。溝は床面

をわずかに残す程度の残存であるが、

上部には遺物は重なって多量に出土し

ている。溝は、最大輻80cm程度が残存

している。

¥450 
＿
―
 ヽ

f
l〈一
ー

¥

-

ノ

v
 
肩

U
-
-
＿――

―-_-i 

ー
爪
恥
[
-
―

―
-f_l-=-
二

こ•• 〉
452
図

．．．
 
＼一鯰

¥4510 
5cm 

＼二
2号掘立柱建物跡出土遺物実測図(3)

柱穴に囲まれた建物内床面の梁間間のほぼ中央で若千西側梁間間寄りに、焼土によると考え

られる変色部分が確認された。変色部分は、長径65cmX短径55cmの楕円形状を里する。変色部

分は、標高 70.30mで1号掘立柱建物跡の焼土と同レベルの高さである。溝や柱穴は検出面の

形状から若干の削平を受けていることが考えられるが、変色部分はほぼ原位置の高さで検出さ

れたものと考えられる。 この焼土面の高さで、建物の床面を想定することが可能である。柱穴

位渥からの建物の床面面積は、約16面にあたる。

439~453は、 2号掘立柱建物跡に付設された溝内出土の遺物である。

439~441は、甕形士器である。 440は、 口径29.4cmを測る。口縁部は「く」字状に外反し、

口縁直下には若干隙間を置いて貼付突帯文を三条巡らす。

が、若干不安定な器形を呈する。

441は、胴部下端に近い部位である

442-445は、壺形土器である。口縁部の器形は、それぞれ異なる。 443は、内湾気味にすぼ

まった口縁部に、垂れ下がった口縁拡張部を付ける。口径は、 8.5 cmと小さい。 444は、大き

く外反した口縁部に若干垂れ下がり気味の幅広い口縁拡張部を付けるタイプである。 445は、

壺形土器の完形品である。口径12cm、器高29.7cmを測る。口縁部は直線的に外反し、比較的短

い。口縁端部の外側に台形状の貼付突帯文を巡らせ、口縁拡張部とする。頸部には三条の貼付

突帯文を巡らせる。胴部は、 ソロバン玉状に大きく張る。底部は、安定した平底を呈する。 n
縁拡張部と突帯文間は横位のT寧な刷毛ナデ整形で、頸部や胴部は刷毛目やヘラ磨き整形で堅

固に仕上げる。

446・447は、

442は最大胴部に貼付突帯文を巡らしている。

口径20.8cmと18.0cmを測る鉢形土器である。胴部は直線的に立ち上がり、 口縁

部は「く」字状に外反する。
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448は、浅鉢形を呈する珍しい器形である。口縁部は内湾気味に外反し、

さめる。器外面には、間隔を置いて細い丁寧な貼付突帯文を巡らせる。

口唇部は平坦にお

449は、底部に近い胴部片で、上端は粘土帯が剥落した部分である。珍しい器形である。

450-453は、高杯の脚部で、ほぼ同個体と考えられる。脚部は接地面へ大きく拡がる。底部

側面は面取り状に整形され、上端は上方にはねる。器面には矢羽根状の透かしが彫られ、透か

しは裏面まで貫通している。裏面には、 しぼり痕も観察される。底部付近は横位の丁寧なナデ

整形がみられ、上位はヘラ磨き状の仕上げで堅固である。

3) 3号掘立柱建物跡

3号掘立柱建物跡は、

（第91図）

C21区を中心にC20区へわずかに延びる位筐に検出された。 3号竪穴

住居址の北西側に位筐する。また、 3号掘立柱建物跡は、

の複雑な切り合い関係が確認されている。検出状態の切り合い関係は先に説明した通りである。

三:~□ 
2Pl3 

2号掘立柱建物跡と円形周溝遺構と
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第14表 3号掘立柱建物跡の一覧表 P: 柱穴 単位： cm 

出土区 主軸方向 梁間間 桁 行 間 棟持柱間 p 長径x短径x深さ p 長径x短径x深さ

w~3 問：？ 1 45 X 40 X 47 8 sox?x37 
czo・21区 N-8炉 E ？ ？ 

E~3 間： 29~ 2 45 X 45 X 43 
9 60 X 40 X 22 

梁 問 柱 間 梁間間 桁行柱間 桁行間 3 43 X 35 X 51 

4 40 X 40 X 40 備 考
p 3 -p 4 : 105 pl~p 2 : 122 

} (285+ a) P3-P6 5 45 X 35 X 33 棟持ち柱付
p 4~p 5 : 106 p 2~p 3 : 164 

2 9 5 6 50 X 40 X 55 
p 5~p 6 : 85 p 8 -p 7 : 79 

} (146+a) 
p 7 -p 6 : 67 7 35 X 33 X 18 

なお、 3号掘立柱建物跡は、西側の梁間間と南側の桁行間の一部は用水路によって破壊されて

いる。検出された柱穴は、東側の梁間間と北側の桁行柱間 2間と南側の桁行柱間 2間だけであ

る。なお、東側の梁間間の東方向に棟持ち柱が検出されている。柱穴の配置から、 3号掘立柱

建物跡の棟持ち柱と想定される。各柱穴は径35cm~50cm程度の規模の大きいものである。

3号掘立柱建物跡は西側梁間間部分は削平されているため、桁行間方向からの主軸はN-82°

-Eを測る。

柱穴位濶での建物規模は次の通りである。

東側の梁間 (P3-P6) は295cmを測るが、西側の梁間は削平のため不明である。残存す

る柱穴の柱間をみると柱間の距離が不均整である。特に、南側の桁行柱間のp6• p 7は、柱

間が近く、 2号掘立柱建物跡と同様、南側桁行柱間は 1間多く柱間をもつタイプと考えられる。

柱間の計測数値は、東側の梁間柱間はP3 -P 4 = 105 cm、P4 - P s = 106 cm、Ps-Pa

=85cmを測る。桁行柱間はいずれも西側が削平されており、第11表に記載した柱間だけが判明

しているだけである。なお、棟持ち柱にあたる柱穴の中心は、東側の梁間間の線上から東方向

に約70cm程度離れた距離に位硫する。

4) 4号掘立柱建物跡 (92図）

4号掘立柱建物跡は、 A21区を中心にB21区へわずかに延びる位潰に検出された。これまで

の3号竪穴住居址や 1号~3号掘立柱建物跡とは、若干距離をもって南方向へ離れた位潰に所

在する。直ぐ北側には、直角に曲がる形態の不明な溝状の遺構が配置する。柱間の長い方を主軸

にとれば、主軸はN-82°-Eを向く。

4号掘立柱建物跡は、略東西に長い 1間X 1間の建物跡である。柱間の長い方を桁行間とす

れば、西側の梁間柱間はP 1 - P 4 = 150 cmで、東側はP2 - P 3 = 158 cmを測る。北側の桁

行柱間はP 1 - P 2 = 312 cmで、南側はP4 - P 3 = 316 cmを測る。

4号掘立柱建物跡で注目すべきは、柱穴の規模である。柱穴の大きさは径35cm~45cm程度を

測るが、第12表のように柱穴の深さは検出面から62cm~85cmと非常に深いことが大きな特徴と
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第15表 4号掘立柱建物跡の一覧表

゜
lm 

P: 柱穴 単位： cm 

出士厄 主軸方向 梁間間 桁 行 間 棟持柱間 p 長径x短径x深さ 備 考

W-1問150 N-1間312 1 38 X 35 X 62 
A・B21区 N-82"-E 

E-1間158 S-1間316 2 40X40X80 

梁 間 柱 間 梁間間 桁行柱間 桁行間 3 37 X 35 X 84 

4 45 X 40 X 75 
p 1~p 2 : 150 p I -p 4 : 312 

p 3 -p 4 : 158 p 2 -p 3 : 316 5 
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してあげられる。

5) 5号掘立柱建物跡 （第93図）

5号掘立柱建物跡は、

AZZ区に位鷹するが、柱

穴の位閥から建物の中心

は用地外に延びることが

考えられる。主軸はN-

83°-Eを向き、 4号掘立

柱建物跡の略南西方向に

位置する。

5号掘立柱建物跡から

は、柱穴が二本検出され

た。 p1はその規模から

主柱と考えられ、長径65

cm、短径50cm、深さ85cm

の大きなものである。P2

は長径20cm、短径20cm、 第93図 5号掘立柱建物跡実測図

深さ10cmと規模は小さく、これは 1間X 2間の建物の中柱（添柱）と考えられる。柱間（これ

は桁行柱間にあたる）は、 P1 -P z~183 cmを測る。

‘ 'd 
~ 

゜
lm 

6) 6号掘立柱建物跡 （第94図）

6号掘立柱建物跡は、 A23区に検出された。 1間X2間が想定される建物で、南側の桁行方

向の二本は用地外に延びている。柱間の長い方を主軸とすれば、主軸はN-84°-Eを向く。

西側の梁間柱間は、 P1 -P 4 = 214 cmを測る。北側の桁行間は、 P1-P3=444cmを測

る。桁行柱間はP1 -P 2 = 234 cm、P 2 - P 3 = 210 cmを測る。なお、主柱にあたる pl、

Pa、p4はいずれも深く 74cm~9lcmを測る。中柱にあたる p2は、わずか16cmと浅い。

第16表 6号掘立柱建物跡の一覧表 p: 柱穴 単位： cm 

出土区 主軸方向 梁間問 桁 行 問 棟持柱間 P 長径x短径X深さ 備 考

A23厄 N-84'-E W-1間214 N~2 間 444
1 57 X 50 X 74 

2 30 X 30 X 16 

淵木 間 柱 間 梁間間 桁行柱間 桁行間 3 65 X 50 X 91 

pl -p 4 : 214 p 1 -p 2 : 234 }P,~Pa 
4 43 X 42 X 81 

p 2 -p 3 : 210 4 4 4 5 
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第94図 6号掘立柱建物跡実測図
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第17表

第95図

7号掘立柱建物跡の一覧表

7号掘立柱建物跡実測図

P: 柱穴 単位： cm 

出土区 主軸方向 梁間問 桁 行 間 棟持柱間 P 長径x短径X深さ 備 考

A・B23区 N-89"-E 
W-1間228 N-2間353 1 50 X 45 X 79 

E-1間230 S-2間372 2 32 X 32 X 52 

i＊ 刃‘ 間 柱 問 梁問間 桁行柱間 桁行問 3 55 X 47 X 79 

4 48X40X80 
pl~p 6 : 228 p I -p 2 : 182 l p 1 -P 3 
P3-P• :230 p 2 -p 3 : 170 3 5 3 5 30 X 29 X 35 

p 6 -p 5 : 182 lP.-P. 
6 50X48X72 

p 5 -p 4 : 191 3 7 2 7 
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7) 7号掘立柱建物跡 （第95図）

7号掘立柱建物跡は、 B23区を中心に検出され一部A23区に延びる。ほぼ 6号掘立柱建物跡

の北側に亜列する。建物は、 1間X2間である。主軸方向は、 N-89°-Eを向く。

建物の規模は、梁間間がP1 - P s = 228 cmとPa - P 4 = 230 cmで、ほぼ同距離であるが、

桁行間はP1 - P 3 = 353 cmとP6 - P 4 = 372 cmと南側桁行間が若干長い。そのため、建物

の柱穴の配列は、若千いびつになる。

柱穴の規模は、主柱が深さ72cm~80cmで、中柱ぱ深さ35cmと52cmを測る。 7号掘立柱建物跡

の特徴の一つは、この中柱が深いことがあげられる。

8) 8号掘立柱建物跡 （第96図）

8号掘立柱建物跡はB24区に検出されているが、この建物跡は本調査区では最も西方に位置

することになる。建物の規模は］間 X 2間で、 7号掘立柱建物跡の西方に位置する。主軸方向

ぱ、 N-90°-Eを向く。

建物の規模は、梁間間がP1 - P s = 224 cmとP3 - P 4 = 227 cmを測り、桁行間はp1― 

P 3 = 396 cmとPs - P 4 = 394 cmのほとんど同距離を測る。このように 8号掘立柱建物跡の

柱穴は、最も均整に配列している建物である。

柱穴の規模は、主柱は74cm~9lcm と深いが、中柱は 5 cmと18cmを測る浅いものである。

453は、建物のp5 の埋土中から出土した甕形土器の口縁部片である J 口縁部は、逆「L」

字状に外反するタイプで、外方に拡張した端部平用面には凹線文状の凹みを施す。口径は、 19

cmを測る。口縁部付近はT寧な横位の刷毛ナデ整形がおこなわれ、その他は刷毛目が施される。

第18表 8号掘立柱建物跡の一覧表 P: 柱穴 単位： cm 

出t区 t軸方向 梁間間 桁 行 間 棟持柱間 P 長径x短径X深さ 備 考

B24区 N-90'-E 
W-1間224 N-2間396 ］ 42 X 40 X 74 
E-1問 227 S-2間394 2 25 X 22 X 5 

濁木 間 柱 間 梁間間 桁行柱胤l 桁行間 3 51 X 33 X 87 

4 43 X 35 X 91 
p I -p A : 224 p 1~p 2 : 204 l p, -p 3 
p 3 -p 4 : 227 p 2 -p 3 : 191 3 9 6 

5 20 X 30 X 18 

p 6~p 5 : 178 }p5~p4 
6 43 X 30 X 79 

p 5 -p 4 : 216 3 9 4 7 
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第96図 8号掘立柱建物跡実測図
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(4)円形周溝遺構 （第98図• 第99図）

円形周溝は、 C20区に位潰している。円形周溝遺構は、 ―-――- 竺―多

三言三言言旦言査且::る7図すな竺E占
3号掘立柱建物跡→ 2号掘立柱建物跡の順に構築されたことになる。第87図でみると、 3号掘

主柱建物跡のp4が円形周溝遺構を切り、 2号掘立柱建物跡のp12とp13が3号掘立柱建物跡

のp1とP2を切り、 2号掘立柱建物跡のp6、p8、P11と炉跡状の変色部分が円形周溝遺

構を切っていることになる。

ll H' 
-70.4m 

70.3m ¥ Cl 
＇ H ＠

 
A N 
- 2P 6 -70.4rn ~; 

溝

A' 

D 
-l'l形1晶鼻 、2P10D' 

文 :-70.3m 

/¥ 

／
 

恥口令＼

0 lm 
ト「―□ 1 I Ir, ゴ—| 2P s C'70.3m 

第98図 円形周溝遺構実測図
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円形周溝遺構は、周溝の外周で東西

方向4.00m(内径3.14)X南北方向3.75

m (内径3.00) を測り、若干東西に長

い。周溝の輻は、 35cm-45cm程度が検

出されている。なお、円形周溝遺構は、

三一
=---cc ,.,-,-. 
I I Iりl
0 5cm 
I II  I I I 

455 

本体の周溝以外は、これに付属すると 第99図円形周溝遺構出土遺物実測図

考えられる遺構は検出されていない。ただ、 C-C'断面の近くの周溝内から、甕形土器のロ

縁部破片 (455) が出上している。

周溝の切り合い状態と周溝の規模をみると、次のようになる。 A-A断面では、 2号掘立柱

建物跡の柱穴のp6で切られている。この部分で周溝の深さは 7cm程度を測る。 B-B断面で

は、周溝の輻は40cmで深さは 7cmを測る。 c-c断面では、 2号掘立柱建物跡の柱穴のPsに
切られているが、周溝の深さは15cmを測る。 D-D断面では、 2号掘立柱建物跡の柱穴のP10

に切られているが、周溝の深さは13cmを測る。 E-E'断面では、 3号掘立柱建物跡の柱穴のp4

に切られているが、周構の深さは 5cmと浅い。 F-F'断面では、 2号掘立柱建物跡の柱穴Pu

で切られている。 G-c'断面では、周溝の上に焼土による変色部分がのっている。変色部分の

原さは 7cm程度がみられ、それ以下15cmが周溝の深さである。 H-H断面では、周溝の幅は30

cmで深さは10cmを測る。以上が切り合い関係や周溝の規模であるが、このように円形周溝遺構

は、 2号掘立柱建物跡や3号掘立柱建物跡によって切られており、これらの遺構に先だって円

形周溝が存在したことが判明した。

円形周溝遺構の溝内からの出土遺物は、 455の甕形上器の破片が1点ある。 455は、口径29

.6cmを測る。口縁部は、 「く」字状に外反し、胴部は若干丸味をもつ。胴部には頸部屈曲部か

ら若干隙間を置いて三条の貼付突帯文が巡らされるタイプである。口縁部から貼付突帯文間は

横位の丁寧な刷毛ナデ整形が施され、それ以下はヘラナデ整形の仕J:げがみられる。
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2 出土遺物

前畑遺跡の一般の遺物の出土傾向は、住居址や掘立柱建物跡などの遺構からは完形品に近い

遺物がまとまって出土しているが、 m層の包含層においては遺物はさほど多くない。一つには、

耕作土（表層）直下が包含層であり、後世において削平されていることにも起因している。住

居址の周辺は、旧道が存在し、戦時中は掩体壕など大規模な工事が行なわれ大々的な破壊を受

けている。

出土遺物には、士器と石器がある。土器は、甕形土器、壺形土器、鉢形土器、丹塗土器など

がある。石器には、磨製・打製石鏃、磨製・打製石斧、磨石、砥石などがある。

1)土器 （第101~106図）

出士土器は、甕形土器、壺形土器、鉢形土器、丹塗土器などに分けられる。特に、丹塗土器

は細片が多く器形が定かではないが、袋状口縁土器を含んでいる。在地系土器とは区別が明確

であり、住居址出土の甕形士器や掘立柱建物跡付設の溝内出土の高杯形土器などと共に注目さ

れるものである。

①甕形土器 （第101図～第103図ー456~500)

甕形士器の器形には、二つの形態がみられる。一つは、比較的大型の甕形士器で口縁部が逆

「L」字状に近く外反するタイプで、口縁部の直下には台形状の太くて力強い突帯文を一条巡

らすタイプである。本遺跡では定かでないが、このタイプの底部は平底を呈することが判明し

ている。二つめのタイプは、一般的な甕形土器で「く」字状に口縁部が外反して、肩部から頸

部には突帯文を数条貼付するものである。このタイプの底部は、充実した脚台を呈する。両者

はいずれも甕形士器で呼称されるが、形態上は大ぎな違いがみられる。

456~461・469は、前者の甕形土器に属すタイプである。 456は、細片のため定かでないが

もう少し逆「L」字状に起きる可能性がある。 459・461のように口縁直下に太い貼付突帯文を

巡らす。このタイプは大型の器形が一般的であるが、本遺跡では 469のように口径20cm程度の

小型のものがみられる。口縁部は若干上方に上がるが、逆「L」字状に近い外反である。口縁

部下には、三角形の貼付突帯文が一条巡っている。小型のためか、貼付突帯文も三角形で小さ

い。口縁部付近と突帯文上は丁寧な横位のナデ整形が施されるが、そのほかはヘラ磨き整形が

一般的である。

463~468・470・472~483は、一般的な甕形土器である。口縁部は「く」字状に外反し、ロ

唇部平坦面には凹線文状の凹みが施される。 465のように、 「く」字状口縁が大きく立ち上が

るものもある。 472~483は、細片の復元図のため口縁部の外反の角度は定かでない。口縁部内

面は、 463のようにシャープな稜をつくるものと 465のように内側に突帯文状に張り出して稜

をつくるものがある。
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胴部上半の肩部には、

貼付突帯文が数条巡らさ

れる。本遺跡出土の甕形

土器は、口縁部が外反す

る頸部下に若干隙間を潰

いて突帯文の貼付が始ま

っている。口縁部付近と

突帯文上は、横位の丁寧

な刷毛ナデ整形が施され、

その他の部分は刷毛目や

ヘラ磨ぎの整形がみられ

~===口—尻

~-—- —ー一区

←二□ー巳
~~-戸~ ~ ーニぞ

\— □ -ロ一言 ◇ 
476 

る。

496 ~ 500は、甕形士

器の底部である。甕形土

器の底部は、裾部が苦干

拡がり、底面が充実した

脚台である。底部裾部の

端部は、面取りが行なわ

れその卜」こ凹線文状の凹

みが施される。しかし、

190 ~ 500のように、面

取りを行なわず丸味をも

って仕上げるものもある。

底面は、一般的には平坦

な平底を星する。しかし、

490・491・495のよう

に、底面が上げ底状にわ

ずかに凹面をつくるもの

もある。

②壺形土器

（第104図ー501-519)

本遺跡の包含層出土の

壺形土器は、出土量が少

ない。口縁部が明らかな

←←□ ----=三二三~量忌ー← 一 ――—戸
477 

戸
478

戸
481

冒
482

炉

484 

0 5cm 
I I I I I I 

第102図 皿層出土遺物実測図 (2)
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第103図 皿層出土遺物実測図 (3)

ものが1個あるのみで、胴部片はその形状から壺形土器に含め、底部は平底の形態から含めた

ものである。

501は、包含層出上で唯一完形に復元できたものである。器高47cm、口径14cm、最大胴部38

.5cmを測る大型の壺形士器である。外反したご角形状の口縁部は外方に若干垂れ下がり気味に

拡張する。頸部は締まり、肩部はナデ肩で、ほぼ中央で最大胴部をつくる。底部は、わずかに

上げ底気味の平底を呈する。器内外とも、廃乗後の剥離・剃落が激しく、整形手法は不明であ

る。 502~505は、その形状から壺形士器に含めたものである。 502は、胴部が円盤状に大ぎく

張るもので、最大張部に貼付突帯文が四条巡っている。 504・505も同様に、胴部最大張部に貼

付突帯文を巡らすタイプである。 503は、肩部に突帯文を巡らすものである。

506~519は、壺形士器の底部として取り上げた平底である。

③鉢形土器 （第105図ー520~524)

鉢形士器と考えられる細片が、 5片出士している。壺形土器と同様に口縁部は「く」字状に
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外反するが、口径は20cm弱の小型である。細

片のため、形態状は取り留めも無いが一応鉢

形土器に類別しておく。

③丹塗土器 （第106図ー525~527)

丹塗土器は、 AB20区~AB24区の包含層

中と AB3区・ ABS区の比較的離れたニケ

所の区域から総数45点出土している。器形が

判明するものを図化したものであるが、他の

大多数は特色の少ない胴部片である。

525は、同一固体と考えられる破片から［」

縁付近と頸部付近と肩部付近から、復元図化

したものである。口縁部は、頸部から大きく

外反して立ち上がり、途中から袋状に内湾し

たいわゆる袋状口縁を基するものである。頸

部は強く締まり、内面には絞り痕を残す。肩

部は緩やかなナデ肩が推定され

る。外器面は、丁寧なヘラ磨き

で堅固に仕上げる。その上には、

頸部から肩部にかけて縦位に暗

文が施文される。さらに器面全

体には、丹塗が施されている。

器内面は、口縁部の袋状に内湾

する部分や肩部付近はナデ整形

と共に指庄痕を残す。強く締ま

った頸部の内面は、絞り痕が明

瞭に残存する。内面は、頸部上

部まで丹塗が施される。胎士は、

非常に細粒で良質な臼粘土を使

用している。 526は直線的な器

面を呈する胴部片であるが、中

央には三角突帯文を貼付する。

器面には縦位の暗文を施し、さ

らに器面全体には丹塗がみられ

る。胎士は 525とほとんど同じ

゜

~ 已
~ ー ~2

=--警吃 《
523 

l O 5cm 
I II II I 
第105図 圃層出土遺物実測図 (5)

m~ 
C
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525 

526 

527 

第106図 皿層出土遺物実測図 (6)
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である。 527はC-22区から出土したもので、平底の底部である。底部下端まで丹塗が施される。

器外面は、胴部付近は斜位に底部付近は横位に丁寧なヘラ磨き手法が施される。

2)石器 （第107~109図）

石器は、包含層からは、総数13点の出土がみられた。磨製・打製石鏃、磨製・打製石斧、

磨石、砥石などがある。

①磨製石鏃 （第107図ー528~532)

528~530は、完成品であり、入念な研磨加工が施され、器面は非常に滑らかになっている。

形状は、えぐりの浅い三角形を成す。 531・532は、器面が鈍く、形状の類似から未成品と思わ

れる。 532は、周縁に整形痕を残す。

②打製石鏃 （第107図ー533~535)

全面は、入念な二次加工が及ぶ。 533は、両端に突起をもち、えぐりも浅い。 534・535は、

深いえぐりが入る。形態的に見て、 534・535は本遺跡縄文時代早期例に類似し、 533も早期に

見られる。縄文期の所産が混入した可能性が大きい。

③剥片 （第107図ー536)

④扁平打製石斧 （第108図ー537)

片面に原面を残す横長剥片を索材とし、縁辺に二次加工が及ぶ。細長い撥形の全形を星す。

刃部付近に縦位の線状痕がみられ、扁平な本例を士掘具と考えれば、使用の方向と一致する。

また、刃部付近の器面は、滑らかになっている。スクリーン・トーン部分は、器面が非常に滑らか

となっており、柄との装着を考えた場合、装着部分と一致する。

⑤石斧 （第109図ー538)

形状からみて石斧であろうが、敲打器に転用されたのであろうか、刃部にあたる部分は平た

くつぶれている。

⑤磨石 （第109図ー539)

磨石の破片である。

諷石 （第109図ー540)

粒子の細かな石材を利用し、平坦面をもつ。スクリーン・トーン部分は、平坦でかつ器面が

非常に滑らかになっている。
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第19表遺跡出土遺物一覧表

番号 類別 標品 区・層 器種 部僚 法量（往・高・厚）cm 胎 士 調 土 焼成 色 調 備 考

402 弥生 70.42他 住 I 壺 底部 底 径 6.4 石黒雲英母•長・砂石粒 器ミガキノヽケ→ナデ 良好 叡閥魯

404 . 69.995他 住 2 甕 口縁部 ロ 径 26.8 石黒英雲母• 長石 器ミガキ
ノヽケ→ナデ

，' 器黒褐色～暗茶褐色
暗褐色

405 . 70.03他 ,, ,, ，， . 27 .4 
ケ

器‘ヶ7ナデ 釈喝色～暗茶褐色
，' 黒色 スス付着

406 ,, 70 09他 ,, ，'底部 底 径 6.5
・ヽ Rハケ→ナデ ク ⑲暗茶褐色 外面剥落

407 ，， 69.85 ，， ，， • ヽ 7.8 喜ケ目 ，， 喜瓢鬱色,, ,1ヽ ケ→ナデ

408 ❖ 70.075 • • ,, ,, 8.2 Rハケ→ナデ . R茶褐色
，， 

409 ケ 70.125他 ,, ヽ • ❖ 7.8 象、ガキ ク 器暗茶褐色
，， ケーナテS 暗褐色

410 ,, 70,045 ,, 
ケ • • 8.0 Rミガキ . R明茶褐色. 

411 . 69 965他 ,, 
宜- 頸部 頚 径 13.9 • 

翌‘ケ7ナデ ヶ 腐暗褐色～茶褐色
暗褐色

412 ,, 70.01他 ,, ,, 
底部 底 径 7.0

石英• 長石 蒻ミガキ ク 炉翌色一茶褐色
角閃石 ハケ→ナデ 暗褐色

413 ‘ 69. 955 
,, ， . 3.4 石黒英預母•長石 喜‘ヶ7ナデ ク蒻巧色

414 ,, 69.95他 ,, 甕 底[]縁部付～近
,, 16 0 石角英閃石• 長石 翡‘ケ目

ハケ→ナデ
，， 慮炉魯～明灰褐色

褐 スス付着

415 ,, 70.035 ,, ,, 
底部 底 径 7.6 冥石英母 • ・砂長石粒 胄‘ヶ7ナデ ,, 

喜悶屈駅

416 ，， 70.015 ,, 
高杯 卿部 器厚 1.0-1.1 黒石英雲母•長石 喜‘ケ7ナデ ,, 喜条匹

417 . 70. 075他 ,, 甕 且 径高 25 47 .. 4 6 石黒英雲母• 長石 喜‘了目 . 喜黒褐色B音枯れき，
419 . 70.235他 住 3 ,, 試 径“• 23.2 

四 28.2 黒伍央具母•長石 喜‘ケ7ナデ ,, 羽p、黒褐色～暗茶褐色
茶褐色 ，人人付着

420 ,, 70.095他 ‘‘ 
,, !l～縁胴部 fl 径 25.2 石黒芸英母・長石 喜‘ケ---:t-デ ,, 魯黒褐色色II音条褐色

茶褐 スス付着

421 . 70.145 • • 底部 底 径 7.0 石黒＃英母• 長石 Rミガキ ,, R黒褐色

422 ,, 70.18 ケ
,, u縁部 I' u 径 34.6 ,, 翡‘ケ目

ハケ→ナデ
,, 宮払＇暗瑾 J茶火褐褐色色

423 ❖ 70 235 ,, ,, 
胴部 胴 径 34.4 ，' 恩‘ケ：ナデ ，， 蒻靡撻包暗茶褐爵

"、褐色スス治

424 ,, 70,085 ， 壺 II縁部 l」 径 30.2 ， 
爵ミ‘委見 . 喜謬腐色

425 ,, 70.23 ,, • 底部 底 径 10.2 • 欝‘ケ→ナデ，， ， 町"''月月1褐火褐色色

429 ❖ 70.37 c~zo ミゾ I 甕 日縁部 ロ 径 53.0 ケ 普通 喜暗茶，，褐色
内外面共に
剥落

430 ❖ 70.24他 ク ,, . r一r 縁月fol 部 ,, 33 .6 ケ 腐‘ケ7ナデ 良好 饗鍔蘭討壻黄褐色

431 ❖ 70. 345他 建lミゾI内 ケ ,, ,, 36.0 石黒冥英母• 長石 汗通
内外面共に
剥落

432 ケ 70.235他 ,, ケ [1縁部 ,, 29.5 • 腐‘ケ→ナデ
ク 良好 釈匹：

433 . 70.24 ,, ,, 
底部 底 径 8.6 ,, 葛‘ケ日

ノヽケ→ナテ
,, 喜暗黒褐茶褐色色～暗黄褐色

434 ‘’ 70.395他 • ,, ， ,, ,, 石黒英量 • 長石
,c<・ 母

Rハケ目 ,, R明茶褐色

435 ヽ 70 14他 ,, • ,, ,, 8.2 ， 葛‘ケ目ノヽケ→ナデ
,, 包,,暗茶❖褐色

436 ❖ 70.09 • 壺 ， ,, 7 6 黒石雲英母•長・石砂粒 ◎ハケ目 普通
内外面共に
剥落

437 . 70.335他 C-20ミゾI ， 復几 且 径高 1 1. 0 
17 3 

,, 喜ガキ
ハケ→ナデ 良好

饂褐色直茶褐色
茶褐色

438 ,, 70.27他 建IミゾI ,, 口縁部 ロ 径 26.4 石黒雲英母• 長石 喜‘ケ7ナデ 普通 麿茶褐色暗茶褐色

439 • 70.375 C-20ミゾ2上 甕 • • 33.6 . 欝‘ヶ7ナデ 良好 攣褐色～暗茶褐色暗褐色

440 . 70.38他 ’ 復元
復元[]径 29 4 . 0 . 恩盟獄魯～靡製磁色復之高 308 

441 ,, 70. 355他 . . 胴部 胴 径 23.1 石黒雲英母• 長石 欝‘戸目ハ →ナデ
,, 蒻黒暗褐茶褐色色～条褐色

442 ,, 70.38 . 壺 ケ ,, 37 .4 ,, 欝‘ケ→ナデ. ,, 翡塁悶魯～茶褐色
443 ,, 70.35 C-21ミゾ2上 口緑部 口 径 8.5 ,, 喜ヽケフナデ ，' 

喜蘭罠閾色

444 ,, 70.38他 C~20ミソ2上 9 ❖ . 19.0 ，， 喜‘クフナデ ,, 喜 B音褐色～暗茶褐色
明茶褐色暗茶褐色

445 . 70.345他 ， ,, 完形 復復J 匂几J径晶 21 2 9 0 7 • 蒻，ミ炉とナデ • 諺翡燿遵茶褐色
446 . 70.36他 ,, • 鉢 ～u縁胴部 ロ 径 20.8 石云英• • 長石

黒-母
窟‘ケ目
ハケ→ナデ • 翁暗褐褐色～暗明茶渇色黒色—茶褐色

447 ,, 70 285 B-21 ID ,, n縁部 • 18.0 ， 喜‘ケ目
ハケ→ナデ

,, 
喜盟翌如

448 • 70 465 C-20ミゾ2上 浅鉢 • • 36.4 ，' 欝‘ヶ7ナデ ,, 雰月燈褐色
暗茶褐色
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第20表遺跡出土遺物一覧表

番号 類別 標品 区・層 器種 部位 法量（径・高・厚）cm 胎 ± 調 整 焼成 色 調 備 考

449 弥生 70.36 C-20溝2上 壺 胴底～部付近 胴径 41.6 黒石雲英母• 長石 Rハケ→ナデ 良好 窟”竺褐色 内面剥落

450 ❖ 70.36 B-ZOIII下 高杯 脚部 底径 11.Z
石英• 長石

葛ミ戸 ，' 尊瓢岱魯
矢羽根
スカシ

451 . 70. 35 C-20溝2上 ,, . ,, 10. 6 . ＠ミガキ ,, R黒褐色

452 ,, 70.36 . 、 ケ . ,, ,, ,, 

453 ，， 70.36 . ❖ . ク ,, ,, R暗灰褐色

454 ,, 達＂ピ゚ノト 5 甕 口緑部 口径 177 
黒伍音矢：•長石
エ,・母

欝ミガキ
ハケ→ナデ ，' 器暗匹色

455 ，， 70.3 円形周溝内 . ,, • 29.6 • 恩‘ケ7ナデ 器暗粒色～暗茶褐色
ク 暗黄褐色スス付着

456 ，， 70 .395 B-19 ID • い縁付部近 . 50.0 • 普通
内外面共に
剥落

457 ❖ 70.65 B-23• • 口縁部 ,, 37 .4 • 蒻ハケ:OJ-デ 良好 器茶褐色暗黄褐色

458 • 70.23他 B-22 ク • • 器壁原 0.8-1 6 ケ ‘’ ，' 鬱 墨色

459 ヽ 70.45 C-20 illド ， ,, • 0.8-1 1 ,, 普通 悶面共に

460 ,, • ,, • 0.9- ❖ 腐ヽケ7ナデ 良好 饂翌氣色

461 ， 70.62 B~23 ID • 突帯部 ,, 1.0 角石英• 長石
rtl石

腐‘ケ：ナデ ,, 饂燈褐色
茶褐色

462 . 69. 535 Z-1 III2-1 • 口縁部 ケ 0.95~ ケ ，， ❖ 饂黄褐色灰褐色

463 ,, 70.47 c-20 Ill F . ～[]縁胴部 口径 35.6 石黒英冥母・長石 ,, ,, 饂褐色～暗褐色
褐色．

464 " 70.52他 . ❖ • ,, ,, 33.6 ,, ,, ’ 
鬱恨色～暗茶褐色
明茶褐色暗茶褐色

465 ，， 70.335他 B-20 III ❖ ,, ，， 28.6 ❖ ,, . 謬悶魯～暗餃褐色
466 ,, 70.37他 B-22 ,, ク 口縁部 器壁1厚 0 9 石黒失•長石

芸母
喜ミ~·キ ，, 饂茶褐色

褐色．

467 " 70.41 C-19 Ill下
,, ,, ，， 0.7-1.3 、 ＇器‘ケ 7ナテ ,, 鬱亨 スス付着

468 ❖ 70.35他 B-22 ill ， ， ,, 0 8-1.4 . ク ,, 胄休 ,tt褐色—暗茶褐色
,, '・ 明灰褐色

469 . 70.34 A~Jg Ill ケ
,, U 径 20.0 ,, ，， ,, 魯茶褐色

暗茶褐色

470 ，， 70. 255 B-20 Ill • ， ク 211 8 ,, 
I 

,, ,, 窟仔灰褐色
暗黄褐色

471 ケ 70.415 C-19 III下 • 胴部 胴径 18.4 ， ，， ,, 雷音茶和褐色

472 " 70.58 B-23 Ill . 口縁部 口径 27.8 ,, ,, ,, ク

473 ❖ 70.63他 B-17 ,, ケ ，， C 28.4 ,, ,, ,, 
喜謬如

474 ,, 70 .325他 8~22 ,, ，， ケ . 26.8 ,, ,, ,, 翡県褐色～暗茶褐色
暗黄褐色茶褐色

475 ,, 70.44他 B-19 ,, ❖ ク ❖ 38.4 ,, 
ヽ• ，' 

窮 謬氣色

476 ,, 70.45 C-19 ID f • ，， ， 33.2 ケ ❖ 
,, 窮印色
暗茶褐色

477 ,, 70.49 C-20 ill下 • ,, ， 34.0 ヽ ,, ,, 怠茶褐色
暗褐色明茶褐色

478 ケ 70.31 B-20 ,, • ,, ， 37 .0 ,, ,, ,, 総哨茶褐色
暗芙褐色 スス付着

479 ケ 70. 555 C-20 ,, ,, ,, ク 26 .0 石角英閃石. 長石 ,, ,, 鴛§＂茶褐色黄褐色

480 ，， 70.505他 C-19• ， • • 32.2 黒石缶英• • 長伍
-母

,, ,, 鬱,,褐茶色褐色～明茶褐色

481 ,, 70.37他 B-22 皿 • ,, ， 34.0 ケ
,, ，' 

誓褐色～暗黄褐色
ク 茶褐色

482 ,, 70. 545他 B-23 ,, ，， ,, ， 32.3 ‘‘ 
,, ,, 饂茶l,I)色

茶褐色

483 ，， 70.25 A-20 III f • ,, . 22 .6 ,, ，， ,, 饂褐色-H音黄掲色
茶褐色 Iスス付着

484 ,, 70.59他 B-20 III ケ 胴部 胴径 36.6 ,, ,, ,, 葛悶恩隠五暗茶褐色

485 ,, 70.44 C-20 皿下 ，， ,, . 29 .8 ，， ❖ ,, 蒻忠褐色～暗茶褐色
暗茶褐色 1ス人付肴

486 ,, 70.48他 C-20 皿 ,, ❖ ❖ ,, • . ，， 窮茶褐色～暗荼心色黒褐色明灰糾色

487 ,, 70.41 B-20 III下 ，， ,, • 23 .0 ，， ク ,, 窮 B音／竺褐色

488 ，， 70.49 C-19 ,, ,, ❖ ,, 22 .2 石角英閃石• 長石 ク ,, 鬱＇だ褐色

489 ,, 70.445 B-21 III ,, ‘’ • 18.8 ,, 
喜、忍ニナア

,, 器＂音茶ク褐色

490 ，， 70.42 • ,, 底部 底径 8.2 石黒号英• 長石 菩通
R暗IA褐色 外面若f-剥

=R吐 落
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第21褻遭跡出土遭物一覧襄

番号 類別 標高 区・層 器種 部位 法量（径•高・厚） cm 胎 土 調 土 焼成 色 調 備 考

491 弥生 70.26 B-20 皿 甕 底部 底 径 9.0 石黒雲英母，長 器ケズリ→ナ --j-'
ノヽケ→ナデ 良好 器盟悉翌色 スス付着

492 . 70.455 C-19 皿下 ,, . ,, 6.6 ‘ 
，， • 、

493 ,, 70.45 B-14 Ill ヽ ,, ,, 9, 3 ,, Rハケ→ナデ ， R暗褐色 内面欠落

494 ，' 70.45 C-20 ill下 ， ケ ❖ 8.4 石角閃英石• 長•砂石粒 普通
内外面共に
剥落

495 ，， 70.355 A-22 ill . ❖ ❖ 6.2 石小礫英• 長石 Rハケ→ナデ 良好 R明黄褐色 内面欠落

496 ,, 70.41 C-21 ill ,, . . 8.0 黒石雲英母• 長石 ❖ ケ 欝暗茶，，褐色

497 ,, 70.62 B-23 皿 • ,, ,, 8.0 ヽ ,, • R暗黄褐色 内面欠落
498 ，' 70.38 B-20 皿 ,, ,, ,, 10.2 ，， ,, ， 蒻麟隠色

499 . 70.55 B-23 ,, ケ . ,, 4.2 ,, 蒻‘ケ7ナデ • 怠暗茶褐色茶出色

500 ,, 70 665 ,, • • . ,, 6.2 ,, 器パj....... ナデ
ハケ→ナデ . 器靡翡氾

501 . 70.17 A-20• 壺 復元 復復元元口径高 47 .0 14.0 ，， 霧ケ：ナデ • 
502 . 70.375他 C-21 ID下 ケ 胴部 胎 径 16.0 黒石査英•長石

二』母
器‘ケ7ナデ . 窮B音茶，'褐色

503 ヽ 70.43他 C-19 ,, ， ,, ‘’ 39 .8 . R ミガキ 普通 R暗茶褐色 内面剥落

504 . 70.305旭 B-22 皿 ,, ，， ,, 32.8 ,, 蒻‘ケ→ナデ
ノヽ ケ目 良好 蒻黒褐色～暗茶褐色暗条褐色

505 ❖ 70.39他 C-19 III下 . ,, ,, 30.0 ,, 喜‘ケ目
ハケ→ナデ . 蒻暗菟，'褐色

506 ， 70.48 ,, ，， ❖ 底部 底 径 7.0 黒石冥英母•長・砂石粒 象ズ')→ナテナテC ク 蒻悶閑閾色

507 . 70.37 B-22 ID ❖ ❖ ク 5.0 ,, 恩‘ケ了ナデ • 鬱盟羹岱魯
508 ❖ 70.305 A-22• . • ，, 7.2 ,, 

⑲ハケ→ナデ 普通 ⑲暗褐色 外面剥落

509 ❖ 70.54 B-23• ，， ，' ，' 6.8 石黒冥英母• 長石 葛‘ク t1
ハケ→ナデ 良好 器暗茶褐色暗貨褐色

510 ❖ 70.6 B~22 ,, ,, ，' ，, 5.0 石角英閃石• 長石 蒻‘ケ7ナデ . 怠茶匹色
5ll . 70.33 ，, ,, ,, ,, ,, 6.2 石黒英冥母• 長石 器ミガキ

ノヽケ→ナデ
,, 
器麟魯

512 ❖ 70.37 B-21 ,, • ， • 7.0 ,, 欝‘ケーナデ 藉通 腐＂翻灰ク褐色 内外面若干・
剥落

513 ❖ 70.565 B-22 ,, ， • • 5.2 ，, ケ 良好 怠暗匹

514 . 70.42 B-19• ,, ,, ,, 3.8 ，' 器ミガキ
，、ケ→ナデ . 鬱褐色～暗茶褐魯暗褐色明茶褐

515 ‘ 70.495 B-22• ,, ‘’ 
,, 3.4 ,, ❖ ,, 蒻暗褐色

明茶褐色

516 ケ 70.39 B-21• ,, ，， • 5.0 石角英閃石• 長石 R ミガキ ,, R茶褐色 内面欠落

517 ❖ 70. 375 B~20 ,, ケ ケ ケ 5.5 某4コ英雲母• 長石 爵ガキ
ハケ目

,, 窮明茶.潤色

518 . 70.475 B-17• . . . 5.2 . 怠ミガキ,Iヽケーナデ ヽ 蒻悶醤炉

519 ,, . C-20 皿下 • . • 4.0 ，， 誓 デノヽケーナデ
. 窮暗茶褐色
茶褐色

520 ,, 70.2 A-21 • 鉢 口縁部 仁l 径 19.8 ,, 喜‘ケ7ナテ • 蒻暗茶褐色明茶褐色

521 . 70.385 B-19 III ケ • . 18.8 ,, ，， ,, 
掌閲魯～茶褐色

522 ,, 70.6 B-17• • • ，' 17 .0 ‘’ 
,, ,, 器暗褐色～明茶褐色

明茶褐色

523 ，， 70.425 C-20 ill下 ,, ケ • 23.3 • 蒻ミガキ
ノヽケ→ナデ • 蒻盟閾醤色

524 • 70.495 B-19 皿 ケ ク ， 17 .5 石角英閃石• 長石 爵‘ケ7ナデ • 蒻暗茶，褐色
525 . 70.37他 B-22 皿 壺 ケ ， 9.9 微粒 象？・キ ， 蒻糸ぎ色 円塗り

526 ケ 70.04 B-8 ID ケ 胴部 器壁原 0.4-0.6 . 円塗り . • ヘラミガキ

527 . 70.31 C-22 ill下 ,, 底部底 径 4.0 • • ，， 
腐霜製属色．
. 
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第22表出土石器一覧表

番号 器 種 出土区 層 標 高 石 材 最大長 最大幅 童 さ 備 考

403 砥 石 住 1 70.34 砂 岩 5. 7 3. 7 42. 57 

418 台 石 住 2 半花尚岩 32. 9 22. 2 11,550.0 

426 石 鏃 住 3 70.105 頁 岩 2.6 2. 5 2.07 

427 石 皿 ， 70.09 半花尚岩 21.6 14.2 3,800.0 

428 “ 70.23 軽 石 11. 9 8.4 150.0 

528 磨製石鏃 B-19 Ill 70.41 粘 板 岩 3.6 2. 7 2. 75 

529 ， C-20 皿ド 70 .435 ヽ 2.5 2. 6 I. 96 

530 0 ‘ • 70.54 ❖ 2.0 2. 4 1. 94 

531 ，， C-21 ，， 70 3 千 枚 岩 2.8 2.0 1 06 

532 ク ， 
‘ 70 315 

， 4.2 2.6 5.23 

533 ❖ B~l8 III 70.38 黒 耀 石 2.4 1.5 1.66 

534 • s~zo 皿下 70.11 ,, 2.2 1.3 0,87 

535 ケ B-22 Ill 70.33 ❖ 1. 7 1. 4 0.50 

536 • B-17 ❖ 70.48 ,, 2.4 2. 2 1.87 

537 磨製石斧 B-20 N上 70.16 粘 板 岩 28.4 9. 5 663.0 

538 ❖ A~21 皿下 70.145 砂 岩 4.2 5. 9 56.0 

539 磨 石 A~6 皿下 70.04 巨品花尚岩 4.0 4.0 67 .0 

540 B-12 N f: 70.49 砂 岩 8.65 8.6 577 ,0 
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第

第 1節 近世募の概要

近世墓は、

7基発見された。そのうちのAB12-13区は、墓壊が

密集して検出されており、

ることが想定されている。墓壌の検出状態から、苺所

の可能性が考えられる。 AB20区では、単独に 2基が

検出された。特に、 AB19区から AB20区ではその後

の戦時中の遺構が検出されており、近世慕との関係が

興味深い。これらの近世墓からは、古銭、

鉛玉、櫛など多数の副葬品がみられる。

1号塞

1号墓は、

号墓までのグループとは単独に若干離れて位置してい

る。

Y 章 近世墓の調査

AB12区~13区と ABZO区のニケ所で計

（第112図）

さらに用地外の南側に延び

B13区の南側に検出され、

ガラス玉、

2号慕から 5

1号墓の形状は、長さ1.71m X幅l.OOmの長方形

プランを呈し、検出面からの深さLl2mを測る。慕墟

の主軸は、 N-36'-Eで、ほぼ北東方向を向く。墓壊

内には、人骨は遺存していない。

墓壊の床面付近には、古銭 6枚と豆板銀 1個の計 7

個が埋納されていた。古銭は、すべて「寛永通賓」で

ある。豆板銀は、一部を：：：：~ 日月状に欠いた不変形な楕

円状を呈し、 「ロ疋」 と読める押印が施されている。最

大長1.80cm、最大幅1.45cm、重さ6.79 gの小粒である。

2
 
2号墓

2号募は、

（第114図）

Al3区の北側に位贋し、東側の 3号墓に

隣接して検出された。 2号墓の形状は、長さ1.62mX 

輻0.80mの長方形プランを星し、検出面からの深さは

-152-

図
糎
涵

e螂
却
咲

図
O
L
L
i
j
'
i

0 四 <1'! 



1.24mを測る。墓壌の主軸は、 N-s・-wのほぼ北方向を向く。墓壊内には、人骨が遺存して

いるが保存状態は良くない。

壊の床面付近には、古銭 7枚とガラス王1個が埋納され、他に釘状の鉄片がみられた。古銭

は、すべて「寛永通賓」である。ガラス玉は、直径 0.7 cmの小粒のもので、中央に数珠状の穿

孔が施されている。

@ 

70.4m 

第111図塞填配置図
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第112図 1号墓実測図

~ ~~、パ◎◎◎◎◎

@)@◎◎ RR  
第113図 1号墓出土古銭

1号塞出土銭一覧

22 23 24 25 26 27 

銭名 豆板銀 寛永通賓 寛永通賓 寛永通賓 寛永通賓 寛永通賓 寛永通賓

縦長cm 1.80 2.52 2.44 2.37 2.31 2.42 2.43 

横長cm 1.45 2.52 2.45 2.34 2.29 2.46 2.44 

重さ g 6.79 2.27 2.22 2.57 2.30 2.37 3.11 
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゜
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二
第114図 2号墓実測図

⑤ 

。①1cm 
l―------1 
ガラス玉実測図

◎◎◎◎◎◎◎ 

◎c◎◎◎◎@ 
第115図 2号墓出土古銭

2号塞出土銭一覧

8 ， 10 11 12 13 14 

銭名 寛永通賓 寛永通賓 寛永通賓 寛永通賓 寛永通賓 寛永通賓 寛永通賓

縦長cm 2.39 2.47 2.40 2.45 2 .45 2.47 2.37 

横長cm 2.39 2.48 2.40 2.45 2.46 2.48 2.34 

重さ g 3.11 3.25 2.77 3.71 3.71 3.30 3.09 
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第116図 3号墓実測図

◎◎◎◎◎◎e心
◎R◎◎◎◎ 

第117図 3号墓出土古銭

3号塞出土銭一覧

15 16 1 7 18 19 20 21 

銭名 寛永通賓 寛永通賓 寛永通賓 寛永通賓 寛永通賓 寛永通賓 寛永通賓

縦長cm 2.36 2.37 2.53 2.58 2.47 2.30 2.10 

横長cm 2.35 2.36 2.52 2.57 2.47 2.30 2.27 

童さ g 2.27 1. 91 3.03 2.32 2.23 1. 75 1.43 
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第118図 4号募.5号墓実測図

◎◎◎◎◎◎◎ 

◎R◎R◎c◎ 
第119図 4号塞.5号塞出土古銭

4号墓 出土銭一覧

銭名

縦長cm

横長cm

璽さ g

1 

明道元賓

2.46 

2.46 

2.40 

2 

寛永通賓

2.45 

2.45 

2.91 

3 

寛永通賓

2.43 

2.43 

3.14 

4 

寛永通賓
.. 

2 .44 

2.48 

3.53 

5 

寛永通賓

2.46 

2.45 

3.24 

6 

寛永通賓

2.52 

2.52 

3.24 

7 

寛水通賓

2.50 

2.50 

2.50 

-157-



3 3号墓 （第116図）

3号墓は、 A13区の東側寄りに位韻し、 2号墓と 4号.5号墓に挟まれて検出された。 2号

墓の形状は、直径1.11m X 1. 04mの円形プランを呈し、検畠面からの深さは1.24mを澗る。今

回発見された墓墟のなかでは、唯—＾の円形タイプである。墓墟内には、保存状態は良くないが

人骨は遺存している。

/〉
~ B 21 B 20 

C 20 C 19 

叩~L-70.2m

し-;o.Jm

:
 巳A21 A20 & "-/ B 20 

A20 

b 
第120図墓壊配置図 (2)

．． 

m
 

5
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墓壊の床面付近には、占銭 7枚が埋納されている。古銭は、すべて「寛永通賓」である。

4 4号墓 （第118図）

4号慕は、 Al2区の西側に位置し、 5号墓に西側の側辺が切られた状態で検出された。今回

発見された墓壊では、最も東側に位置する。 4号墓の形状は、長さ1.65mX幅l.OOmの長方形

プランを呈し、検出面からの深さは0.67mを測り浅い。墓壊のt軸は、 N-7'-Wのほぼ北方

向を向く。墓城内には、保存状態は良くないが人骨は遺存している。

墓壊の床面付近には、古銭 7枚のほか櫛状の木片が埋納されている。古銭は、 1枚は「明道

元賓」で、他の 6枚は「寛永通賓」である。櫛は、約 2cm程度の長さの歯の部分が残存してい

る。塗漆などはみられない。

5 5号塞 （第118図）

5号慕は、 Al2区と Al3区の境に検出され、

東側の側辺は 4号墓を切っている。 3号墓と

4号墓に挟まれた位置で、 4号墓を切った状

態で検出された。 5号墓の形状は、長さ1.25

mX幅0.84mの長方形プランを呈し、検出面

からの深さは0.92mを測る。今匝発見された 一
C 

方形プランの墓壊では、最も規模が小さい。

墓城の主軸は、 N~s·~wのほぼ北方向を向

く。墓城内には、保存状態は良くないが人骨

は遺存している。

門
E
 
8
'
6
9
=
 7
 8
 

D 

L 
床面からは古銭などの出土はまったく無く、

人骨のみの出土であった。

6 6号墓 （第121図）

吋
碍鳳虞冒
-DL=69.8m 

二
CID 

゜
lm 

6号墓は、 B20区に検出された。 1号墓か

ら5号墓のグループとは約70m程度離れてお

り、別な墓所が考えられる。 6号墓の南 5m

に、 7号墓が位漑する。 6号墓の形状は、長

さ1.70m X幅0.97mの少し楕円状の長方形プ

ランを呈し、検出面からの深さは0.60mを測
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り最も浅い。墓壊の主軸は、 N-7°-Eのほぼ北方向を向く。墓壊内にぱ、人骨は遺存してい

無い。

墓壊の床面付近には、古銭17枚程度が付着したまま出土した。さらに、古銭の袋と考えられ

る布痕が、錆上面に確認される。現在のところ銅貨の遊離は出来ていないが、最上部は「洪武

通賓」と読み取れるものである。これまで一墓壊内の出土古銭は 7枚が一般的であったが、 6

号墓は17枚と最も多く、また、明銭の「洪武通賓」が含まれている点などから、近世媒との相

違が指摘される。

7 7号墓 （第123図）

7号墓は、 A20区と B20区の境で、 6号幕のほぼ南側の位置に検出された。 7号墓の形状は、

長さ1.70m XO. 90mの長方形プランを星し、深さは0.79mを測る。墓壊の主軸は、 N-15°-E 

で北方向からわずかに束を向く。墓渡内には、人骨は遺存していない。

堪壊の床面付近からは、鉛王 (t!1) 1個とガラス小玉6個の計 7個が出土した。鉛Eは、

直径約1.20cmの大ぎさを測り、ガラス小玉は直径0.5cm-0.65cmと小さい。小玉は、直径約 1.5 

I皿程度の大きさの穿孔がある。ガラス小玉には、透明度の強いものと不透明なものに分かれる。

可
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第123図 7号墓実測図

0 2cm 
ト---― I ---i 

◎ R ◎ 
⑪ 2 ⑰ 3 CID 4 

◎ ⑤ R 
CID5 CID、直）

6 7 

第124図 7号墓出土ガラス玉実測図
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第2節鹿屋市前畑遺跡出土の近世人骨

小片丘彦・峰 和治（鹿児島大学歯学部口腔解剖学講座）

鹿屋市前畑遺跡の発掘調査で、 1987年8月に検出された近世の土城幕 5基のうち 4基に人骨

が遺存していた。今回、その人骨を調査する機会を与えられたので、ここに概要を報告する。

く2号墓人骨＞

脳頭蓋、歯および下肢骨が断片的に遺存する。脳頭蓋では、矢状縫合と右ラムダ縫合の固辺

部および左右側頭骨だけが消失をまぬがれ、原形をとどめている。骨壁は全体に厚くはないが、

正中矢状頭頂弦長 122mm、ラムダー右アステリオン間距離98mmと径は大きい。観察口J能な頭船

三主縫合には内外板ともに閉鎮は見られない。歯は、額骨と函根が腐兵していたため、下記の

歯式に示すzz個（歯種不明 lを含む）の歯冠だけが遊離した状態で遺仔していた。

765432111234567 

7 6 5 4 3 6 

咬耗は大部分が Martinの2度であるが、第 2大臼歯の象牙質露出は軽微である c、薗絲蝕は見ら

れない。

体肢骨は腐食が著しく、わずかに右側の大腿骨と腟骨が同定できただけである。ただ、この

二骨が平行して検出されたことから、膝関節は屈曲状態であったことがうかかわれ、頭蓋と下

肢骨の出土位漑が離れていることや、この士城の底が長径約 1.5mの長方形であることを考え

合わせると、 上体は仰臥または側臥で伸展し、下肢だけを屈曲した埋葬姿勢が推測される。

頭蓋の諸径、縫合、歯の咬耗状態などから、本人骨は壮年男性と考えられる。

く3号墓人骨＞

脳頭蓋、下顎体および体肢骨の断片が遺存する。脳頭益は底を欠くものの概形はよく保存さ

れている。計測値と非計測的小変異の有島を表に示す。頭長が大きく (187mm)、頭蓋長輻示数

(74. 3) は長頭型の下限に入る。眉間や眉弓の隆起は破損のため観察できないが、乳様突起は

頑丈で、後頭隆起も認められる。三宅縫合は、矢状縫合の内板前方部で閉鎖が始っている以外

はすべて離間している。下顎骨は、右小臼歯部から左大臼歯部までのド顎骨が遺存する。歯は

上下顎とも全く検出されなかったが、下顎の歯槽の状態は次のとおりである。

///●  ooe)●●●●●●●  
（／：歯槽破壊、●：歯槽閉鎖、〇：死後脱落・歯槽開放）

了す］の歯槽窟は拡大しており、「ぷ乃歯槽閉鎖は不完全である。
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体肢骨では左上腕骨、左右大腿骨お・よび左腟骨の各骨体部破片が同定でぎる。左大腿骨1本の

上部は、破損のため矢状径が計測でぎないものの横径は34mmと幅広く、扁平性がうかがわれる。

腟骨体中央部の断面形は HrdlickaのV型を呈し、扁平とはいえない。

頭蓋の径、縫合や歯槽の状態、体肢骨の大きさなどから、本個体は熟年男性と推定される。

なお、本例も保存不良のため埋葬姿勢の確定は難しいが、左の下肢骨が膝関節を屈曲させた

立て膝の状態で検出され、頭蓋がそのすぐ脇に位置していたことから、坐棺か早桶に屈身状態

で納められたものと考えられる。これは、円形掘り込みという土城の形態ともよく合った姿勢

といえる。

く4号墓人骨＞

左側の頭項骨、側頭骨および後頭骨の一部が遺存するだけである。本墓からは櫛が出土して

おり、女性の可能性が高いが、性判定に有用な人骨の部位は欠失している。脳頭蓋の骨壁の厚

さは中程度で、側頭骨錐体の大きさや形状から推して、成人とみてよいであろう。なお、頭項

切痕骨（左）が認められる。埋葬姿勢は不明である。

く5号墓人骨＞

4号墓の北西隅を切り取るように掘り込まれた長方形士墟墓で、脳頭蓋、歯および下肢骨が

断片的に遺存する。脳頭蓋では、頭項部と頭蓋底を大きく欠損し、計測可能な部位はほとんど

ない。眉間や眉弓の隆起はほとんどなく、鼻根も平坦で、前額部の立ち上がりは急である。両

側とも外耳道骨瘤の形成は見られない。顎骨が腐食しているため、次に示す遺存歯はすべて遊

離歯である。

1 3 

43~45 

咬耗は且が Martinの3度、邑且が 1度、他歯は概ね 2度である。三」には遠心隣接面薗翡蝕が、

且には咬合面小腐鯖蝕がある。大臼歯には顕著な歯石沈着が見られる。

部位を同定でぎる体肢骨としては、左寛骨片と左右大腿骨体上部片が遺存する。計測はでき

8 6 5 3 8
 

ないが、大腿骨体は細いようである。

前頭骨の形状、遺存歯の咬耗度および大腿骨の大きさを総合して、本個体は壮年後半期の女

性とみられる。

埋葬姿勢としては、出土時の各骨の配置から、上体を仰臥または側臥で伸展し、下肢を屈曲

させた状態が考えられる。

おわりに

近年、南九州地域（鹿児島県本土および宮崎県）においても近世の人骨資料は徐々に増えて

いる。主な出土例としては、発掘年度順に枕崎市松之尾遺跡（中世末～近世）、川内市成岡・
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西ノ平遺跡、宮崎学園都市堂地東遺跡、 JII内市麦之浦貝塚、大口市広徳寺跡古墓・王城古墓、

大根占町出口遺跡、都城市貴船寺跡などの諸遺跡があげられよう。しかし、そのほとんどが深

い墓渡への埋葬であるため人骨の遺存状況は概して悪く、南九州近世人に共通する特徴をつか

むところまでには至っていない。わずかに頭蓋長幅示数に関しては、長頭に傾く個体の多いこ

とが指摘されている。江戸や大阪などの大都市部で大量に出土した近世庶民の頭蓋は、長頭の

中世人から現代人へと短頭化していく過程の途上にあって、長幅示数の平均値は概ね中頭型の

範囲に属す。一方、非都市部あるいは農山漁村の近世人については、中世人的特徴のひとつで

ある長頭性を色濃く残していたのではないかということが、近年の人骨資料の積み重ねで明ら

かになりつつある。従来南九州人については、弥生時代人骨と現代人の資料をもとに短頭性が

強調されてぎただけに、非都市部の近世人骨を追加する意味とも合わせて、当地域での近世墓

調査に際してさらに保存の良い人骨の出土か胡待される。

表 1 前畑遺跡近世墓出土人骨資料

墓壊の形 性 年齢 埋葬姿勢

2号墓 方 男性 壮年 仰臥または側臥、下肢屈曲

3号墓 円 男性 熟年 屈身

4号墓 方 女性 成人 不明

5号墓 方 女性 壮年 仰臥または側臥、下肢屈曲
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表2 前畑遺跡3号募人骨の頭蓋計測値・示敬

1 頭蓋最大長 187 8/1 頭蓋長幅示数 74.3 

8 頭蓋最大幅 139 20/1 頭長耳高示数 62.6 

9 最小前頭幅 92 20/8 頭幅耳高示数 84.2 

10 最大前頭幅 110 9/10 横前頭示数 83.6 

11 両耳幅 124 9/8 横前頭頭項示数 66.2 

12 最大後頭幅 106 26/25 前頸矢状弧示数 34.2 

24 横弧長 322 27/25 頭頂矢状弧示数 33.9 

25 正中矢状弧長 380 28/25 後頭矢状弧示数 31.8 

26 正中矢状前頭弧長 130 27/26 矢状前頭頭頂示数 99.2 

27 正中矢状頭項弧長 129 28/26 矢状前頭後頭示数 93.1 

28 正中矢状後頭弧長 121 28/27 矢状頭項後頭示数 93.8 

29 正中矢状前頭弧長 117 29/26 矢状前頭示数 90.0 

30 正中矢状頭頂弧長 117 30/27 矢状前頭示数 90.7 

31 正中矢状後頭弧長 104 31/28 矢状後頭示数 86.0 

表3前畑遺跡3号墓人骨の頭蓋非計測的小変巽

右 左

ラムダ小骨

ラムダ縫合骨

横後頭縫合痕跡

アステリオン小骨

頭項切痕骨

翼上骨 △ 

前頭縫合残存

眼窓上神経溝

外耳道骨疱

ー：なし △ ：観察不能
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図版 1

2号塞出土人骨 3号塞出土人骨頭蓋

A. 頭蓋冠ほぼ上面 D. 上面

B. 復元した上瀕歯列弓 E. 前面

C. 下肢骨片 F. 側面（左）

-165-



図版2

3号塞出土人骨

A. 下顎体上面

8. 下肢骨片

4号墓出土人骨

C. 頭蓋側面（左）

5号塞出土人骨

D. 頭蓋前面

E. 頭蓋側面（右）

F. 下肢骨片
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第3節前畑遺跡の出土銭貨と鹿児島県下の出土六道銭

桜木 晋ー（九州帝点短期大学経営情報科講師）

1. 前畑遺跡の出土銭貨

本遺跡では、発掘された 7基の墓のうち 1号・ 2号・ 3号・ 4号.6号墓から六道銭が出土

している。これらの六道銭は、俗に「三途の川の渡し貨」と言われており、六道の六という数

字から通常6枚だと考えられているが、必ずしも 6枚ではないことを本遺跡の銭貨は示してい

る。全国的な傾向としては、 6枚一組の六道銭が一番高い割合を示しているのは事実であるが、

鹿児島県においては 7枚一組のものの割合が最も品いという点に特色がある。この七という数

の意味については、六地蔵にそれぞれ 1枚渡し 6枚、プラス故人の持念仏または阿弥陀如来へ

の賽銭として 1枚、計 7枚という考え方があるが、定かではない。但し、本遺跡の 1号煤の銭

貨や 5号墓の数珠玉からは、 6プラス 1という息想の存在を窺うことができる。

発掘される中・近世墓は墓標を伴わないケースが多い。しかし、最近の研究によりこのよう

な墓でも、出七銭貨の組合せから墓の造営時期の推定ができるようになってぎた。渡米銭が国

内に流通していた中世に終止符を打つべく、徳川幕府は公鋳貨である寛永通賞を寛永13年 (16

36) に鋳造を始めて以来（＝古寛永）、背面に「文」字を有するいわゆる文銭を寛永 8年(1668)、

さらに新しいタイプの銅銭である新寛永を元禄10年(1697)、素材の銅が不足したことによって

鉄を素材とする寛永鉄銭を元文4年 (1739) に鋳造開始している。これらの銭貨は都合の良い

ことに一~十年程の間隔をもって鋳造されており、いずれの銭貨の占める割合が高いかで、おお

よその埋葬年代を知ることができるのである。以下、銭貨の組合せから本遺跡の各草の造営時

期を推定してみることにする。

1号慕からは、豆板銀 1枚と寛永通賓6枚が出土している。六道銭として豆板銀が使用され

ているのは、筆者の知見の限りでは本例のみである。豆板銀には「是」が読める。 6枚の寛永

通賓の組合せから時期を推定すると、文銭 1枚と新寛永 5枚なので、流通通貨がほとんど新寛

永になってしまっていた時期で、且つ寛永鉄銭が1枚も混入していないことから、 1740年頃の

墓であると考えられる。マ頭通（通の字の芳上部がコではなくマになっているもの）と呼ばれ

ている寛永通賓が含まれていることから、俗説では京都七条銭• 島羽銭・伏見銭がマ頭通であ

り、これに従えば1726年以降ということになり、 1740年頃であることを支持することになる。

2号墓は 7枚全てが古寛永なので、 1668年の文銭出現以前、つまり 17世紀中期の菓であると

推定できる。

3号慕からは、古寛永 2枚、文銭 1枚、新寛永 4枚が出土している。新寛永が4枚で多いが、

古いタイプの寛永通賓である古寛永と文銭も 3枚混じっていることから、新寛永が流通し始め

てから間もない時期の18世紀初期であると考えられる。

4号墓は北宋銭の明道元賓 (1032年初鋳） 1枚と古寛永 6枚の組合せである。この墓は 2号

墓とほぼ同じ時期か、渡米銭が混入していることから、 2号墓よりも若千古い可能性はある。
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いずれにしても17世紀中期の墓であると推定できる。

6号墓の17枚については寛永通賓を含まず、明銭の洪武通賓 (1368年初鋳）なので、 1636年

の寛永通賓公鋳以前の墓であると考えられる。枚数が二桁と多いのも、中世の六道銭の特徴で

ある。

1~5号墓と 6~7号墓は区域も離れており、 1~5号墓は近世墓、 6~7号墓は中世墓で

あると考えられる。従って、 5~6号墓が中世末に造営され、近世に入って 4号墓→ 2号墓→

3号墓→ 1号墓の順で墓の造営が行われたと、銭貨からは推定できる。

2. 鹿児島県下の出土六道銭

前節で前畑遺跡の 5甚の墓について造営時期を推定したが、鹿児島県下で報告がなされてい

る他の出土六道銭についても、ここで考察を加えてみる。

鹿児島県では表 1のように、現在までのところ12の六道銭出土遺跡が知られている。発掘さ

れた全墓数に対して、六道銭を副葬した墓の割合が約8割と高い。筆者が現在まで隼積してい

る六道銭副葬率は、九州全体では 1割強なので、九州の他県と比較すると群を抜いて高い。発

掘精度の高さもあろうが、六道銭を副葬する習慣が、鹿児島県下に定着していたことを知るこ

とができる。

表IIはこれらの遺跡なかで、銭貨の内容がわかるものについて分類したものである。六道銭

の枚数は 6枚と 7枚のものが多い。特に 7枚の割合が高いのは鹿児島県の特色である。これほ

どまとまって 7枚セットで出土する地域は、現在までのところ知られていない。また、渡米銭

のなかで洪武通賓の占める割合が圧倒的に高いのも鹿児島県の特徴である。 17世紀初期に鋳造

されていたと言われている加治木銭との関係も考咆しなければならないが、背面に文字の読め

るものはほとんどない。

成岡遺跡は墓数も多く、良好な六道銭の資料である。この墓地は墓壊Aにより中世末ないし

近世初期から営まれていることが判るが、鉄銭をわずかに含むことによって18世紀中期までの

墓群であると推定できる。但し、最も新しい墓標は文化9年 (1812) のものがあり、 19世紀初

期までは墓が造営されていたことが判る。 17号墓壊の 2枚と18号墓壊の 5枚の銭貨は、切り合

いの関係から 7枚セットだった可能性もある。また、 10号墓壊からはガン首銭が出土している。

これはキセルの火皿の部分を叩き潰して平にして、丁度銭の格好にしたものであるが、九州で

は、六道銭として使用されたものとしては唯一の発掘例であろう。

王城古墓は、紀年を有する墓石と墓渡が対応しているという点で貴重な遺跡である。現在ま

でのところ、実年代が判る墓で六道銭を副葬したものはほとんど知られておらず、考古学的手

法を使用して墓の造営期を推定している。王城古墓の 4基はそのうちの 3基について銭貨の判

別がでぎ、すべての墓に古寛永・文銭・新寛永が2枚ずつ副葬されていた。新寛永を 2枚含み

古いタイプの寛永通賓も 4枚存在することから、 18世紀初期の墓であろうと推定できるが、墓

石にも1708-1721年を記しているのである。考古学的手法でも、概ね実年代をおさえることが
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表 I 鹿児島県六道銭出土遺蹟一覧表
遺跡名 慕数 文 献

1 松ノ尾 7 2枕崎市教委 1集松ノ尾遺跡 1981 
2 成岡 29 21 鹿児島県教委 28集成岡・西ノ平・上ノ平遺跡 1983 
3 西ノ平 ， ， 
4 麦ノ浦貝塚 2 2 川内市土地開発公社 麦ノ浦貝塚 1987 
5 モ:t成古翠 4 4 大 fI市教委 4集広徳寺跡・土城古墓 1985 
6 広徳寺跡 1 1 
7 石峰 6 2 鹿児島県教委 12集石峰遺跡 1980 
8 中1せ田 1 1 鹿児島県教委 15集中尼田遺跡 1981 
9 薩摩国分寺跡 1 1 JI I内市教委 国指定史跡、薩ぽ国分寺跡環境整備事業報告書 1985 
10 出口 2 1 大根占町教委 (2) 出n遺跡 1988 
11 前畑 7 5 鹿児烏県教委 1990刊行予定
12 鎌石 2 2 鹿児島県教委 1990刊行予定

表I 鹿児島県出土六道銭の内訳

遺跡名 遺構番号 枚数
内 拝尺

備 考
渡 古 文 新 鉄 不明 その他

松之咤 13号人骨＊ 7 7 洪武通賓 7
（杖尤崎市） 17サ人骨 7 7 i共武通賓 7

募壊 A 4 4 洪武通賓 4

4号落渡 7 1 6 

6号慕渡 7 4 1 2 

7号草壊 7 2 5 

8号媒犠 6 3 2 1 

10号募城 7 2 4 1 その他はガン首銭

11号梨墟 2 2 

12号崇壊 7 1 1 5 

13号落堀 7 2 2 3 

14号華壊
成岡

7 1 6 

15号募城
（川内市）

7 3 4 

17号墓披 2 2 

18号墓城 5 3 2 

19号墓壌 6 1 1 4 

20号幕墟 6 1 1 4 

21号蕗壊 7 1 4 2 

22号頬壊 7 7 

23号募濃 7 1 2 3 1 

24号募城 7 3 4 

25号墓濱 7 3 4 

26号草墳 4 1 3 

中世慕城A 10 10 元豊通賓他

中世墓廣B 5 5 洪武通賓 5

火葬遺構 7 7 i共武通賓 7

西ノ平
1 号墓 7 1 4 2 

2 号墓 7 2 2 2 1 
（川内市）

3 号墓 7 z 1 3 1 
4 号墓 6 6 

5 号墓 6 1 2 2 1 

6 号墓 7 1 1 2 3 景徳元賓 l

1 号慕 6 2 2 2 

王城古墓 2 号墓 6 2 2 2 

（大口市） 3 号幕 6 2 2 2 

4 号墓 6 6 

1 号媒 7 1 5 1 その他ぱ豆板銀

前畑
2 号墓 7 7 

（鹿虎市）
3 号墓 7 2 1 4 

4 号墓 7 1 6 明遁冗賓 1

6 号墓 17 17 洪武通賓

鎌 石 1 号墓 7 2 5 

（志布志町） 2 号墓 7 4 3 
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できるということを示している。但し、 3号墓の 1枚はマ頭通であり、これは大きな問題を提

示している。このマ頭通は享保11年 (1726) の京都七条銭と古泉界で言われている銭貨にみう

けられるが、墓石の紀年は寛永 5年 (1708)である。他の墓石と入れ違っていたとしても下限

が享保6年 (1721)である。まったく別の場所から墓石をもってぎていない限り、このような

現象は起ごり得ない。つまり、マ頭通の鋳造期について疑問を投げ掛けているのである。古泉

界において一般的に云われている考え方の中には、文献や実物その他の明確な証拠によって裏

付けられていないものも多くあり、考案に使用する際には注意を要する。

3. セリエーション分析

最後にセリエーションを使用して、 17世紀から18世紀中期にかけての銭貨流通の実態を考察

してみよう。

器物の出現→盛行→消滅に至る鼠的変化のパターンは、ふつう「軍艦型のカーブ」になるこ

とは、よく知られている。これを銭貨の分析に利用して描いたのが図Iと図1Iである。銭貨は

伝世の問題があり下限年代は決定できないが、その初鋳年が知られているので、時間軸上にお

いて上限の年代を固定できる利点をもつ。セリエーション作成の手順を簡単に述べると、

① 横軸には、年代の古い順に左から渡来銭、古寛永、文銭、新寛永、寛永鉄銭を並べ、縦

軸は、上を古い年代とする時間軸とする。

② 九州地域で出土した、 65例の 6枚組六道銭（図 I) と30例の 7枚組六道銭（図II) を、

—例ずつ軸の中心から対称になるように絶対値で配列し、軍艦型カーブを描｛ょうにする。

③ ②の際、二種以上の銭が含まれているセソトを軸上に配列する場合、最も新しい銭の示

す上限年代よりも遡った軸上には配列しない。

従来は 6枚セソトの六道銭についてのみセリエーションを組んでいたが、鹿児島県では 7枚

セットの六道銭が多いので、他の九州地域から出土している 7枚セットのものを組み込んで図

IIを作成した。

資料数に違いこそあれ、図Iと図1lを比較して判ることは、描かれた軍艦型カーブの形態に

差がないことである。幕府公鋳貨である古寛永・文銭・新寛永・寛永鉄銭の交替は、漸移して

いることがわかる。つまり、新銭が徐々に流通市場に登場してきたことが読み取れる。但し、

渡来銭と古寛永通賓の間には不連続性があり、これは自然な状態で徐々に古寛永通賓が流通市

場に浸透しだしたのではないと考えられる。つまり、幕府が渡来銭を速やかに回収し、それに

代わって幕府公鋳貨である古寛永通賓が大量に流布したと想像できる。このセリエーションの

パターンを読み取ることによって、徳川幕府の銭貨政策の一端を垣間見ることができるのであ

る。

研究のあまり進んでいない中・近世の考古学ではあるが、出土六道銭の研究からだけでも、

貨幣経済史の復元的研究や宗教儀礼の復元など、さまざまな問題を解くカギが与えられる。特

に鹿児島県は他の地域と比較して、 7枚セットの六道銭の割合が高いという特徴が認められる。
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九州地方出土六道銭完全七 y トセリエーション
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これは銭の枚数を 7とすることと、何らかの宗教上の数の信仰とが結びついていたことを示し

ている。また、これは六道銭の研究が、各地域における埋葬習俗と深い関係を持っていたこと

を意味するものであり、六道銭の研究が、民俗学や宗教儀礼との関係において考察されねばな

らないことを示している。さらに、六道銭の中で洪武通賓の占める割合が高いという点も、加

地木銭その他の中世における本邦鋳造銭の問題を考える際の手がかりとして菫要な資料といえ

る。今後ますますの資料隼積とその分析に期待したい、
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第 V 章発掘調査のまとめ

前畑遺跡は、縄文時代、弥生時代、近枇慕群、戦跡遺構など各時期の遺構・遺物が比較的良

好に検出され多大な成果が得られた。なかでも、縄文時代と弥生時代については、現在南九州

で最も問題が提起されている時期に該当し、今回の調査の成果は、問題解決の一助となる部分

も少なくない。なお、近冊蔭群についても本県の近世墓研究への指針を提供するような成果が

得られ、また戦跡遺構の発掘調査及び報告は本県では初例となった（戦跡遺構は『西原掩体壕

』として第 5分冊で取り扱った）。

第 1節縄文時代について

前畑遺跡の縄文時代は、て文化層 (V層と X層）に存在したが、その中心的成果はX層の縄

文時代早期に該当するものであった。 X層の文化層は、アカホヤ火山灰層 (IX層）直下に存在

する多量の遣物を含む包含層で、その下位には 6基以上の集石遺構が遺存していた。包合層の

形成される微高地は、北側の縁辺部が傾斜し、調査区内は遺跡の北端であることが確認された。

そして、この微高地の縁辺部に、集石遺構は検出されている。なお、遺跡は南側の用地外に広

範囲に広がることが想定される。

集石遺構は、掘り込みや石組み状態が看取されるものは 3号と 6号集石だけで、他は石を隼

めたままの状態のいわゆる艇石となっている。包含層から出土し、鮨石に利用されたと想われ

る焼石の分布状態は第 5図のようになるが、焼石の密集する部分がみられる。包含層の形成時

に流失した可能性もある。集石遺構は時期を特定するものは無いが、層位的にW類土各怜に伴う

ことが想定される。なお、集石以外の遺構は確認されていない。

x層に出土する遺物は、土器と石器がある。
土器は、形態上の特徴から I類~VI類の大ぎく 6つの類別を試みた。そのうちN類土器が、

本遺跡の主体を占める土器群である。
11, 

I類土器は、最近、倉園B式土器と呼称した型式に属するもので石坂式系の士器である。 [l

類土器は、条痕文は前平式土器に酷似するが特定でぎる部位の出士はみられない。 m類土器は、

山形の押型文士器である。田村式平行期に比定されよう。

N類士器は、本遺跡では最も大量に出士し、そのほとんどがAB9区から AB13区間に安定

した状態で出土している。 N類土器の器形は、深鉢形と壺形がある。深鉢形は、平桁式土料に
121 

該当するものである。 壺形は平桁式土器の紋様要素を取り入れたものが存在するが、この期の
131 

壺形士器の出土例は初見である。近年、横川町中厄田遺跡や球磨郡山江村合戦ノ峰遺跡及び裔
141 151 

城跡や都城市荒ケ田遺跡などで完形に近い手向山式期の壺形が発見された。南九州の縄文吊

期の段階に壺形の器種の存在が確認され、新しい問題が提起された。その後、本遺跡において、

後続する平桁式土器の段階にも壺形土器が存在することが判明したことは、南九州の縄文早期
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後半の段階に深鉢形の他に壺形の器種がセットとして存在したことを裏付ける形となった。

w類上器の深鉢は、口縁部の形態から二つのタイプに細分された。一つは幅広の肥厚口縁を
もつタイプで従来の平栴式土器にみられるタイプである。紋様の特徴から a-gの7類に細別

して説明したが、胴部施文に結節縄文を施文するタイプであり、同一型式に含まれることが考

えられる。他方は、幅挟な肥厚口縁をもつタイプでa-£ の6類に細別したが、これも従来散

見される形態であるが、このような形で細別が試みられたのは良好な出土量の所以である。こ

のタイプも胴部紋様は結節縄文を施文するものであり、紋様の細別は個体差に拠ることが考え

られる。なお、幅広肥厚口縁は口縁部が明瞭な山形の波状口縁をつくり、幅挟肥原口縁を有す

るものは緩やかな波状口縁を呈するという差異がある。平桁式士器には、この二つの器形が存

在することが指摘される。さらに、平桁式士器の底部の形態も明らかになった。

なお、胴部破片に特異なものが二種みられる。一つは227・228で「く」字状に胴部中央が屈

曲するものである。先行する手向山式土器の強く影響を残すものであろうか。他方は 229の胴
161 

部片で、結節だけを縦位に転がすものである。志布志町白木原遺跡では結節縄文の片方の縄文

を切り取った施文具で結節から片側の縄文を施文するタイプが出土し、牧園町界子仏遺跡では

229と同様の結節だけを転がした胴部をもつ完形に近いものが出土している。これらは平桁式

土器から後続する塞ノ神Aa式士器を繋ぐ移行型式とすることが可能であろう。
181 

v類上器は、塞ノ神Aa式上器（または桁ノ原式土器）に比定される完形土器である。同一

層の上部から比較的まとまって出土しており、近辺にこの期の遺跡が存在することが考えられ
191 

る。 ,1類は細片から復元したものであるが、塞ノ神Be式土器（または三代寺式土器）の範ち
ゅうに属するものである。

以上、出士土器を従来の土器型式に当てはめて説明したが、本遺跡の中心となるN類士器の

他に前後の土器型式が断片的にみられる。このことはこの遺跡周辺は、早期中薬から後薬にか

けての格好のキャンプサイトであったことを窺い知ることができる。

x層出士の石器は、打製石鏃、石匙、磨製石斧、磨石、敲石、凹石、石皿、棒状敲石など多
種にわたる。特に、磨製石斧と棒状敲石は注目すべき発見といえる。 306の石斧は全面敲打に

よる仕上げがみられ、片刃は円刃で上部にニケ所の突出部を作り出した精巧なものである。い
(10) 

わゆるチョーナ型の石斧で、これまでほぼ同形態が西之表市立山遺跡から採第されているだけ

で、発掘調査での出土は初見である。 342-381の棒状敲石は、包含層出土の自然礫から確認し

たもので、近年この時期の遺跡で散発的に出土しているものである。一般的な敲石、敲打器、

石器製作のハンマーストーンなど色々利用が考えられるもので、今後注目すべぎ一群である。

第2節弥生時代について

弥生時代はm層に検出され、各種の遺構の検出や多量の遺物の出士がみられた。遺構は、竪

穴住居址3基、掘立柱建物跡8棟、円形周溝 1基、溝状遺構3甚などがある。特に、 8棟の掘

立柱建物跡の検出は、多くの新知見や多大の成果をもたらした。
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狭い輻の調査区にもかかわらず検出された遺構は、隼落内での建物配漑の構成を如実に示し

ている。まず各建物の配漑は、竪穴住居址と平地式建物跡や円形周溝が東側のブロックにまと

まり、高床倉庫跡群は西側にまとまって建てられている。つまり、居住区と倉庫群が分離され

た形態を採っており、このような集落構成が判明したことは大きな成果であった。

各遺構の特徴は、次のようなものがある。竪穴住居址は、 1本柱の小型住居(1号）、一辺に

張り出しを持つ住居(2号）、外側に主柱を備える住居 (3号）とそれぞれ異なる。 1号、 2号

住居址は多量の炭化木が遺存し、焼失家屋であった事も判明した。なお、さらに注目すべきこ

とはこの 2基の住居址から、北部九州系の須久式系の甕形士器が接合して出土していることで

ある。次の 3間X4間規模の 3棟の建物は、炉跡が検出されたことや桁行間の片方が5間にな

るものもあり平地式建物であることが判明した。また、高床に比べて柱穴の深さが浅いことか

らも平地式の可能性が窺える。さらに、 1号と 3号建物には棟持ち柱が所在し、しかもこの棟
: Ill 

持ち柱は建物に向かって斜めに立てられている事実も判明した。最近、鹿屋市王子遺跡、国分
II~ 

市上野原遺跡でも発見されており、南九州の平地式建物の上屋構造として流布していたことが

考えられる。鹿屋市王子遺跡の建物跡の棟持ち柱の角度については再考の必要があろう。さら

に、 2号、 3号建物跡と円形周溝は切り合い関係が確認され、円形周溝→ 3号→ 2号建物跡の

順に構築されている。つまり棟持ち柱を備えない 2号建物跡が最後に建てられたことになる。

また、 1号と 2号建物跡には北側の桁行間側に溝状遺構が備えられ埋土には多量の遺物が混人

している。そして、 2号建物跡の溝からは瀬戸内系の矢羽根透かしの高坪の脚部が出土してい

る。つまり、この瀬戸内系の遺物は最後の段階に出現したことになる。この建物跡の一辺に溝
!131 1141 

が備え付けられるタイプは、高知県田村遺跡や岡山県稼山遺跡にみられるが、発見例は極め

て少ない。

円形固溝遺構については各説あるが、本遺跡では 3号及び2号建物跡に切られて検出され、

本遺跡では最も早い段階につくられた遺構にあたる。円形固溝は、中ノ丸遺跡に次いでの検出

であった。直径約 4mで内径は3.15m程度の広さをもつ規模である。中ノ丸遺跡の二つの円形

周溝とは、ほぼ同じ規模である。用途は不明である。

4号-8号掘立柱建物跡は、その形態から高床倉庫が想定される。 4号は 1間X 1間の柱間

で、他の 4棟は 1間X 2間の柱間を持つ建物である。主柱はいずれも深く、中柱は浅い。

そのほか、 4号建物から 7号建物までの空間には、直角に曲がる浅い溝や柱穴などが検出さ

れたが、遺構として組み合わさるものは存在しなかった。集落を囲む施設や居住区と倉庫群と

の区分の施設など発見されなければならない多くの課題が残っている。

出土遺物は、土器と石器があるが、住居址や建物跡に付属する溝などの遺構から出士するも

のが比較的多い。特に、在地系土器の山ノロ式土器に伴って出上する移入土器の関係が遺構に

よって明らかにされたのは大きな成果であった。 2号住居址からは、 1号住居址にも接合する

完形に復元される須久式土器と高坪あるいは器台状の脚部の出土がある。これは須久II式の範
II~ 

ちゅうに属すことが考えられ、中期後半に位置付けられるタイプである。また、最後の段階の
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II@ 

2号建物跡に付属した溝からは瀬戸内系の矢羽根透かしの高杯が出士することになる。
llTI 

本遺跡から出士する在地系土器は、山ノロ式土器の範ちゅうに属するものである。甕形士器

は大甕と脚台付きの甕形土器に分かれる。大甕は外反する口縁部の下に突帯文を巡らすもので

口緑部と突帯文間には隙間が漑かれるタイプである。このタイプの小型の甕も存在し、逆「L」

字状のシャープな形態で平底を呈することが考えられる。脚台付きの甕形土器は、 「く」字状

に外反した口縁部の屈曲部の下に若干の隙間を買いて突帯文が巡らされるタイプである。脚台

は、ほとんどが充実した平底である。壺形土器は、口縁部は短く僅かに外反し、口縁外側に突

帯文を巡らせこの部分までを口縁拡張部とするタイプで、頸部付近には数条の突帯文を巡らし

ている。このタイプはよくみられるもので、中ノ原遺跡、中ノ丸遺跡、中原山野遺跡にもあり、
llffi <191 

また鹿屋市王子遺跡や高付遺跡、山川町成川遺跡などでも出土し、長期間続く形態であるこ

とが分かる。また、 525・527はB22区などの包含層からの出土であるが、暗文を施した袋状口
⑳ 

縁を呈する丹塗土器である。北部九州系土器で中期後半に属すタイプで、在地系土器との関連

などで重要な共伴資料といえる。

以上、在地系土器と移入土器の在り方をみてきたが、前畑遺跡出士の山ノロ式士器は中期後

半の終末期に位置付けられるものと考える。

石器は、磨製石鏃や扁平打製石斧、磨石、砥石などのほか 2号.3号住居址からは台石が出

士している。住居址出士の台石は、中原山野遺跡や中ノ丸遺跡などの住居内からも出士してお

り、住居内の必需品であったことが窺われる。

第3節近世塞について

前畑遺跡では、 7基の近世墓が発見された。近世募は、 6基が方形の掘り方を呈し 1甚が円

形の掘り方をもつタイプであった。 1号から 5号と 6号.7号の二つの墓域に分かれる。 1号

から 4号は、 7枚の古銭を埋納するタイプで規格性が強い。特に、豆板銀や渡来銭を含めての

7枚の埋納は注目される。また 6号の17枚の古銭の埋納や 7号の鉛玉とガラス玉の 7個の関係

も興味深い事例である。なお、近世墓のまとめについては、第N章の第 2節及び第 3節に玉稿

を項いたのでこれにかえたい。
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